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栃木県保健福祉部医療政策課

地 域 枠 と い う 挑 戦 。
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１．地域枠制度とは何か（栃木県の思い）

 医師不足・偏在解消のため、地域枠には大きな期待が寄せられています。

 医師の働き方改革以降、地域医療の確保のため、その期待はますます大きいものになっ

ています。

 地域枠の入試を受験する皆様には、ぜひ以下のような県の考えを事前に知っておいても

らいたいと考えています。

１

２

３

地域枠医師は、一定期間、栃木県内で医療に従事することになります。
地域医療に従事する強い意志と意欲が求められます。

地域枠医師には、地域のニーズに合わせた勤務が求められます。
地域ニーズに合わせ、柔軟に勤務を継続できる力が求められます。

地域枠は、一般の学生・医師とは異なり、学生時代には地域医療の授業があり、
卒業後も地域医療に従事する必要があります。
地域枠制度自体の正しい認識・理解が求められます。
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２．地域枠制度とは何か（制度の概要）

 大学と都道府県が連携し、卒業後、大学や都道府県が指定する地域で、一定期間従事
すること条件とした選抜枠（＝地域枠）を設置

⇒大学は、別枠入試を実施した上で、地域枠学生を選抜
⇒都道府県は、地域枠学生に対して修学資金を貸与（都道府県が指定する地域（医師

少数区域等）で一定 期間医師として従事することにより、修学資金の返還が免除される）

地域枠学生・医師

都道府県大学

修学資金の貸与

（返還免除要件付きの金銭消費

貸借契約の締結）
別枠入試により、合格者を選抜

地域枠の設置に係る協議・連携
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３.栃木県の医療を巡る状況（医療圏）

住民生活に密着した保健医療活動が展開され
る区域 ⇒ 市町村単位

一次医療圏

二次医療圏

一般的な保健医療需要に対応する区域
⇒ 本県では６つの保健医療圏を設定

県北、県西、宇都宮、県東、県南、両毛

三次医療圏

高度・特殊な専門的医療、広域的に実施するこ
とが必要な保健医療を提供するために設定する
区域 ⇒ 県全域

かかりつけ医、在宅医療

地域完結型医療



４.栃木県の医療を巡る状況（医師の不足）
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 栃木県の医師偏在指標（※）は全国３４位で、医師少数都道府県に位置づけられた。
※医師偏在指標 人口10万人当たりの医師数に、地域ごとの医療ニーズや医師の性年齢など を反映した指標

都道府県別医師偏在指標（R8.4公表）

医師少数都道府県医師多数都道府県
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５.栃木県の医療を巡る状況（医師の偏在）

5

区域設定医師偏在指標医療圏

医師少数都道府県238.7（ 34位）栃木県

医師少数区域171.2（272位）県 北

207.9（175位）県 西

194.8（217位）宇都宮

201.1（196位）県 東

医師多数区域363.4（ 17位）県 南

医師少数区域187.5（237位）両 毛

 県内の医師は、獨協医科大学、自治医科大学がある県南医療圏に多い。

 一方、県北医療圏及び両毛医療圏の２医療圏は、医師少数区域に相当。

栃木県内の医師偏在指標（R8.4公表）



６．栃木県地域枠等について

〔栃木県地域枠（制度一覧）〕
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獨協医科大学自治医科大学慶應義塾大学日本大学順天堂大学

10名
３名 ＋

栃木県枠２～３名
１名２名

２名

※現在、国へ申請中

地域枠
定 員

県職員採用あり県職員採用なし身 分

2,200万円

（県貸与）

2,300万円

（大学貸与）

2,200万円

（県貸与）

2,200万円

（県貸与）

2,000万円

（県貸与）

修学資金
（６年総額）

約3,600万円約2,300万円約2,200万円約3,300万円約2,000万円学 費 総 額

平成22年度～平成21年度～令和８年度～令和９年度～制度開始

制限なし県内高校卒業者
または県内在住者 等

県内高校卒業者
または県内在住者制限なし受験資格

９年間
貸与期間の1.5倍（県内の初期臨床研修期間含む）を県が指定する公的医療機関等に義務年限の期間勤務する

義務年限

原則、義務の中断なし14年間（５年間の猶予）
貸与期間の２倍に２年を加えた期間の間に義務年限を履行する

履行期限

NEW!NEW!
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６－１．栃木県地域枠等について（既存地域枠の入試制度変更）

一般選抜総合型選抜

５～６名～R8

３～４名2名R9
NEW!

一般選抜学校推薦型選抜
（指定校制）

5名5名～R8

３名７名R9

出願期間 11月初め～

試験日 11月中旬

合格発表 12月初旬

選考方法 書類選考（志願者評価書）

学力試験・面接

RENEWAL!

出願期間 10月末～
試験日 １次:11月初旬

２次:11月中旬
合格発表 12月初旬

選考方法 書類選考・小論文

学力試験・面接

〔R9年度～入試内容変更〕

 “全国から同じ志を持った仲間”と共に、地域に根差した総
合医を目指す。

 卒業後は県職員医師として、安定した身分のもと地域医
療に従事し、医師としての経験値を高める。

 毎年10名の先輩医師を輩出しており、豊富なモデルケース
を参考に勤務可能。

 卒業後は県職員医師として、県内各地域の中核病院を
中心に勤務。

〔総合型選抜〕

〔学校推薦型選抜〕



６－２．栃木県地域枠等について（新規地域枠）

出願期間 12月末～１月中旬
試験日 １次:2月初旬

２次:2月中旬
合格発表 ２月下旬

選考方法 学力試験・小論文

面接

一般選抜（地域枠）

２名R9～

NEW!

出願期間 11月中旬～下旬
試験日 1次:12月中旬
合格発表 12月下旬

選考方法 学力試験・小論文

面接

学校推薦型選抜
（公募：地域枠）

２名R9~

NEW!

〔R9年度～新規〕

 近年人気のブランド医学部に栃木県地域枠を新たに設置。

 都内の難関医学部へ、学費負担ほぼゼロで進学が可能。

 卒業生ネットワークが強い大学医学部にも地域枠を確保。
 学費の自己負担は1,100万円/６年 ＝ 私立理系大学＋

大学院
→ 私立理系と同等の学費で都内の医学部へ通える! 8
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６－３．栃木県地域枠等について（既存地域枠）

一般選抜（地域枠）

１名R8～

出願期間 12月末～1月中旬
試験日 １次:2月初旬

２次:3月初旬
合格発表 3月初旬

選考方法 学力試験・小論文

面接

〔R8年度～ 設置〕

〔栃木県地域枠入試スケジュール〕

 県内には慶應関連病院が多く、県内医療を支える意欲のある学
生は是非。義務年限中の海外留学も可能!

 全国有数のハイレベルな環境で、医者を目指す。あなたもあの病
院の院⾧に!?
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６－４．栃木県地域枠等について（修学資金制度）

○対象者 :全国の医学生（１～６年生）
○定員 :４名
○貸与額 :年間300万円＋入学金100万円

＝６年間の合計（最大）1,900万円 ※
※今後変更となる可能性があります。

○診療科 :産科・小児科・救急科・内科・外科・整形外科・
麻酔科・総合診療科 ※令和８年度から5科を追加

!
○返還免除要件

栃木県内で臨床研修を行い、その後修学資金貸与年数の２倍に２年を加えた期間が
経過するまでに、栃木県内の公的医療機関等において、上記の診療科の医師として修学
資金貸与年数の1.5倍の期間勤務すれば返還が免除となります。
○選考方法:書類選考及び面接試験（応募については後日HPなどに掲載します。）

医師修学資金制度
RENEWAL!



（参考）地域枠医師に勤務が求められる医療機関
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R8.4.1現在


